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も
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の i珂の住用利ま利を出合ら月
間書婦ん希用すを補に婦せ-
111 を人で望干のは是つ人し同
グも会いのきでかしい会ま付
カら支ら方い、り、てのし本
宅 い部れは oせ度皆臣婚7ヒ紙
l亡、長る、 いい様に耐L大J二
直 古の地現 ぜとり次衣村で

@ 。⑨②
ハ用 !>中で婚御畏点料に借接
大下り年は耐し読には金申用お
付 3 ま向あ衣 明お支、しは申
連 いす の り裳い 導部 そ込主主し
合 b の帯まの?とね長 のんる出
婦 でとせ外し下、他でペで
入 、紋んに ま 3 ま不下く下
会 御付 が新すれば審 さ 早 3
J 利 も、 調 ・ば会のい目い

でwMた lU崎 込れ今をそ移
下 ffill:Dす県寄る後 行の t-<:
3 換で~悔の方 農つ都募

r い持、こ外外は業て度集
制円 jりi'御 t移 必移お才TiI'c 
枇 へ者i tc 主1: 嬰予 jぐ り ~つ
事 、監 在協嘗 めをま者 h、
務 お の り会矧移希しのて
jり tp方ま tζ を住望?と募は
Ll¥はし 提長 Iドさが集

米の配給について
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タ
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固定資産税筋四期分の
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大
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日
ま
で
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ぉ互i、に一家揃って完納し、明-3"、お正月を迎

えましょう。(税務課〕
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昭
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一一
千
年
も
愈
々
過
ぎ
去
さ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
此
の
年
も
私
迷

市
民
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
築
左
手
で
は
あ
h

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
も
拘
ら
歩
、
市
民
の
皆
様
方
は
、
主
〈
頑
張
っ
て
、
市
政
広
御
協

力
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
、
市
ミ
し
て
も
漸
く
明
る
い
希
望
を
持
っ
て
、
こ
の

年
争
法
る
こ
主
が
川
来
る
こ
と
を
厚
く
御
開
市
上
け
ま
す
。

毎
年
の
ヱ
と
で
ぽ
あ
官
ま
す
が
年
の
暮
に
は
過
ぎ
去
っ
た
一
年
の
聞
の
楽

し
か
っ
た
三
と
、
苦
し
か
っ
た
三
さ
を
一
通
り
思
い
返
し
て
毘
て
、
新
し
い

年

E
迎
え
る
心
構
え
を
し
た
い
も
の
さ
忠
い
ま
す
。
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司
、
第

一
朗
一
一
十
字
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工
事
、

っ
て
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市
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の
皆
様
に
一
工
事
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し
九
弓
収
乙
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箕
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楽
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事
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来
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刊
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司
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司
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範
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と
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土
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一
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旦
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一
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が
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日
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一
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予
算
配
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成
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凡
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一
ま
塁
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尽
き
り
七
付
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て
哀
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調
査
史
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償
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資

る
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節
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し
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選
調
査
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の

目

的

を

達
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と
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一円刊

に
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D
で
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可
世
あ
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千
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一
副
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謀
説
三
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一
似
つ
他
日
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そ
れ
に
ほ
物
件
費
乃
合
理
一
団
ヨ
か
ら
運
航
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納
税
率
も
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明
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出
正
図
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止
共
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一
に
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手
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繍
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工
事
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一
相
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績
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し
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一
行
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件
費
D
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於
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一
十
二
月
丘
団
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数
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鋭
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徹
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し
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達
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橋
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建
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一
内
平
均
ベ
丘
必
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あ
り
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節
減
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図
る
た
め
に
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本
一
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ゥ
い
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都
市
計
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一
す
が
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納
税
組
合
C
主
る
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四
月
機
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断
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一
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事
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L
て
詑
馬
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一納
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逐
平
司
k
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L
て
一
課
ベ
係
を
併
合
す
一
線
円
以
舗
強
工
事
、
全
ロ
く
一
半
明
円
以
納
税
組
合
に
主
る

ら
と
共
に
職
員
定
数
傑
例
一
品
へ
付
鴎
靖
線
。
水
主
吋
ま
一
納
吋
鶴
子
丘
百
九
十
圧
万

を
変
挺
し
て
二
十
名
の
職
一
?
2
民
団
や
汁
怯
鴎
前

F
一
銭
円
に
対
す
る
報
償
金
川

員
を
減
員
し
た
の
で
あ
り
一
次
管
工
事
を
始
め
市
勾
各
一
十
じ
庁
銭
円
を
交
付
し
て

ま

す

・

一

地

び

遭

路

、
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梁

、
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岸
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り
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刻
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し

て
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人

多
仁
建
設
方
面
の
主
一
主
な
建
築
で
吐
池
司
住
宅
一
々
に
感
謝
。
意
を
表
す
る

在
も
の
に
つ
い
て
見
る
に
一
十
戸
、
小
路
口
住
宅
十
戸
一
た
め
に
十
二
月
初
旬
に
各

市
が
直
接
建
設
中
の
市
立

一
D
公
営
住
宅
、
そ
の
他
市
一
地
区

K
於
て
慰
安
演
畿
会

病
院
移
特
新
築
と
九
州
電
一内
初
の
耐
え
住
宅
と
し
て
一
を
似
し
ま
し
た
。

カ
の
火
力
発
電
所
が
あ
三
市
営
古
町
ア
パ
ー
ト
一
棟
一
懸
案
と
な
っ
て
い
た

ま
す
。

F

八
戸
が
建
て
ら
れ
、
掌
俊
一
自
衛
隊
池
田
射
娘
場
用
地

りよ7ゴ政市村大(第89号)

に
つ
い
て
は
、
尚
三
毅
光
渡

推

進

協

議

会

を

該

一

て

お

・

り

ま

す

。

一

し

た

。

一

選

L
た
の
で
あ
h

り
ま
す
。
一
る
之
と
に
な
め
ま
し
た
。

度
か
ら
係
争
中

の
と
三
ろ

一世

l
、
農
家

わ
完
投
申
込
一
又
、
商
工
観
光
関
係
で
は

一文
弓
月
に
は
市
内
よ
り
二
一
然
し
乍
ら
、
そ
の
中
、
誠
一
叉
、
外
国
人
登
録
事
務

正
月
に
裁
判
官
や
ら
卯
併

一
み
の
批
准
た
行
っ
た
結
川
市
一
中
小
企
業
不
仮
打
開
の
潟

一人
目

の
プ
ラ
グ
ル
移
民
を
一
訪
七
、
八
区
、
池
田
九
、
一
で
は
、
前
年
中
に
行
っ
た

勧
告
が
あ
っ
た

の
で
関
係
一要
請
世
八
子
川
百
十
五
石

一斯
遣
の
描
瓜
者
を
指
古
市

一選
。
、
-
脊

の

慰
禁
止
共
一
十
、
十
一
民
の
住
宅
は
庶
一
外
国
人
登
録
切
替
市
長
引

地
主
九
名
、と
交
沙
の
紘
一
栄
一
陀
対
し
、
一
一
一
、

O
六
一
内
の
商
庖
診
断
を
実
施
し

一に
十
月
に
は
州
国
慰
監
事
一

も
荒
駿
し

一
部
は
危
険
欣
一
務
処
理
に
優
秀
な
成
問
を

九
月
芸
す
地
い
十
仰
は
ド

一だ
の
九
千
一
一
百
凶
十
五
石
一

て
効
果
を
上
け
た

の
を
始

一賛
会
の
主
催
に
よ
り
、
県
一
態
に
在
っ
た
の
で
ま
・
年
間
一
示
し
た
の
で
本
年
コ
一月、

件
K
関
す
ス
…訴
訟

心
構
利
一的
の
巾
込
み
が
あ
り
、
十
一
め
、
大
村
限
前
、
本
小
路
一
下
戦
残
者
の
秋
季
大
慰
漣
一
月
以
降
、
大
一
般
省
か
ら
純
一生
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

を
放
棄
1
L
、
訴
訟
舎に
関
す

τ月
末
現
在
で
出
荷
数
量
一
八
幡
町
に
街
路
樹
を
舶
え
一
祭
を
忠
盛
塔
で
執
行
、
ニ
償
貸
付
を
受
け
百
二
十一

ニ
た
の
で
あ
れ
り
ま
す
。

る
費
用
と
し
て
市
か
ら
池
一
七

C
%
E
突
破
し
ま
し
た
一
市
内
の
嬰
所
陀
保
安
灯
、
一
万
余
の
遺
族
が
参
拝
し
た
一
棟
、
間
百
八
十
八
戸
を
市
一

主
側
に
一一
十
庁
円
を
安
附
一
ま
た
十
月
に
は
水
稲
、
廿

一街
灯
を
増
設
し
観
光
パ
ン
一

の
で

あ
り
ま
す
が
、
ま
た
一
倍
伎
宅
'
と
し
て
適
正
在
管
一
ま
た
各
関
係
一
事
務
の

す
る
こ
と
に
な
っ
て
解
決

一
諾
け
競
作
会
を
実
施
し
た
一
フ
レ
ツ
ト
五
千
部
子
刊
行

一三
月
と
九
月
陀
は
遺
族
遺
一
理
を
行
う
三
と
さ
左
り
i

一
窓
口
サ
ー
ビ
ス

O
改
善
に

し
ま
し
た
。

一の

で
あ
り
ま
す
。
市
有
林
一し
て
各
方
聞
に
配
付
し
ま
一
児
の
靖
国
神
枇
参
拝
が
行
一
戦
災
、
引
揚
者
、
生
活
困
一
も
留
息
し
て
い
る
が
、
牧

」
乃

一
の
仙
一
林
猷
一
吋
一
川
氏作
一
値
十
七
一
し
た
。
一
わ
れ
ま
し
た
ロ
一
窮
者
住
宅
・
と
し
て
合
理
的
一
入
役
室
で
は
七
月
以
来
、

仁
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V
M
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、
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一

ま
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保
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を
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っ
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ま
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躍

日
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肢

は

ω

か
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農
林
省
へ
開
拓
吋
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百
ハ
十
町
歩
、
枝
打
一
町
一
厚
生
方
面
で
は
モ
デ
ル
衛
一
い
て
は
十
二
月
一
日
現
在
一
す
ω

一
債
樺
哲
児
番
号
順
で
現
金

と
し
て
移
管
し
、
旧
地
主

一
八
反
歩
で
あ
り
ま
す
o
u
u
一生
市

ω
指
定
を
受
け
亡
か

一六
百
十
九
世
帯
千
九
百
四

一

消

防

関

係

で

も
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払
う
，
ょ
う
改
普
5
れ

組
合
医
払
下
け

る
よ
う
!
石

関
係
で
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九
月
比
待

一ら一一
一年
に
し
て
十
一
月
末

一け
日
入
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一
一
服
地
也
市
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一
一
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戸
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証
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仁
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研
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刊
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泊
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を
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っ
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あ
り
ま
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問
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2
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獲
得
し
て
お
り
ま
一
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

一

日

伝

説

。孫

子

市

一

蹴

諸

制

一一以

avTf
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ぷ
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ま
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十
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ド
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f
弘
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併
設
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桜
普
段
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期
満
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と
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一
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し
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理
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3
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時
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時
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器
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伽
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1
1
二
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貰
流
す
る
大
村
市
で
一
市
時
課
長
し
¥
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端
行

p
u鯵診断勝
争
奪

5
52一
油

限

ILk
-
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物

語一

ダ

W
M
モ

三

指

一

叶

県

「

に

き

き

が

け

て

水

一

政

課

長

備

と

寝

f

i
j
i
!
i
!
i
1
1
1
i
L
i
j
バボ
T
i
!
(ド
;
j
j十
行
ド
;
b
H一害
予
防
組
合
が
結
成
さ
れ
一
て
重
一
点
堂
指
向
し
た
り
か

局

E
R
t静
也

ω
斗払
J
c
j
f
2
3
R
K
L宍
J
G
え
楠
も
山
政
ー
正
一
人
が
保
誰
を
受
け
て
い
る
一
萱
瀬
・
竹
松
、
型
車
一地
区
一
あ
り
ま
す

T
閉
じ
市
民

で
あ
り
ま
す

か
り
、
実
虎
一
県
一
段
ぴ
九
州
連
行
点
政
共
一
至
り
ま
し
た
U

ま
た
十
月
一
現
状
で
あ
め
ま
す
が
、
民
一
の
地
元
有
志
が
発
超
し
て
一
各
位
か
ら
れ
政
に
対
す
る

丹
瞬
間
は
札
町
九
反
歩
つ
開
一進
会
に
出
品

μ
1
U、
薗
一
に
は
国
民
健
一
段
保

周
知
し
ま
し
た
。

モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
事
業
も
鏡

艇
発
昨
一一一周
年
を
迎
え
技

術
時
に
も
運
営
闘
に
も
長

足
の
進
歩
を
透
け
、
八
庁

二
十
六
日
待
笠
の
大
付
滝

縦
断
長
距
離

ν
l
ス
を
議

行
、
大
付

l
佐
枇
保
問
4

コ
一キ
ロ
を
一一-一一
a

分
で
走
破

民
正
全
月
金
調
吃
さ
き
が

け
て
競
艇
記
念
日
制
定
説

貿

v
l
ス
を
行
い
十
二
周

一
一
日
に
ほ
え
付
次
難
教
授

奉
仕
殿
堂
緒
成
し
大
付
へ

帽
リ
ポ
ー
ト
の
協
力
を
得
て

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る

遭
維
附
設
援
演
習
を
行
い

成
旧
択
を
h
け
た
。
な
お
本

年
ほ
下
争
矧
に
が
、
て
好
天

℃
車
ま
れ
る
と
共
に
合
理

的
経
営
が
実
を
結
び
昨
年

吃
比
仁
桐
当
心
益
金
E
K

け
好
成
績
長
牧
め
て
い
る

上

水

道

事

業

で

は

池

田
坂
口
銅
山
次
管
を
古
町
の

角
ま
で
約
六
百
米
延
長
し

た
外
、
十
一
月
中
旬
か
ら

火
力
発
電
所
の
配
水
工
事

を
実
施
人
ま
し
た
。
慶
応

全
般
的
地
設
整
備
つ
た
め

十
月
上
り
水
道
料
金
て
制

の
値
k
を
行
い
、
年
間
一
一
一

百
万
円
の
増
収
が
竜
門
泊
ま

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

乃
他
十
月
巴
町
国
勢
調
査

も
実
施
さ
札
、
叉
今
年
は

選
朗
ゅ
の
当
り
年
と
も
い
う

，
へ
き
年
。

二
月
二
十
七
日

乃
衆
議
員
選
母
及
び
最
出

裁
判
明
裁
判
官
国
下
活
査

を
恰
め
川
崎
月
二
十
七
日
に

は
県
知
事
選
挙
延
び
県
議

会
清
員
畑
地
濯
、
全
一
三
十
日

に
は
市
議
会
誌
員
一一.
十
名

の
選
母
な
ド
ι
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ん

1
新
選
良
が
選
出

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

廊
ま
す
と
犬
一
時
以

ι

の
よ
う
な
事
柄
が
本
年
中

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

来
年
は
農
に
創
意
工
夫
を

こ
ら

L
市
勢

ω
進
展
の
た

め
に
市
民
皆
様
主
共
に
予

を
携
え
て
温
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

き
う
ぞ
皆
さ
ん
、
御
元

気
に
、
良
い
年
を
御
迎
え

F
さ
い
。
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。
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簿
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、
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文化祭行事として市内初。寝良作品展.傑i乍に見
入るtnl沼者 (H月25[1-27日公民館 ノ

l~ß 11日未明朝も宇佐ついて行われ?と瞥策、消防ゅ合
同演脅(中央公民舘前〉
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